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      桜
さくら

の季節
き せ つ

になりました。 

ご入学
  にゅうがく

･進学
しんがく

･就職
しゅうしょく

の皆
みな

さま

心から
ごころ

お慶び
  よろこ

申し上げます
もう   あ

。 

      -ikoryu事務局
じ む き ょ く

- 
************************************************** 

生駒
い こ ま

を友好
ゆうこう

と信頼
しんらい

の多文化
た ぶ ん か

の地
ち

に！ 

「ikoryu音楽
お ん が く

祭
さ い

」 350名
めい

が参加
さ ん か

 
************************************************** 

 ３月２３日、ikoryu今年度
こんねんど

最大
さいだい

イベント、「第
だい

5回
かい

ハロハロ☆ikoryu  

～知
し

ってみよう・やってみよう・

～ikoryu音楽
おんがく

祭
さい

」

コミュニティー

ンター文化
ぶんか

ホー

で開催
かいさい

されました。心配
しんぱい

された天候
てんこう

夕刻
ゆうこく

までもちこたえ、会場
かいじょう

には子
こ

もから80歳
さい

を超
こ

える方まで、市民
しみん

約
やく

350名
めい

が集
つど

いました。 

田渕
たぶち

五十
い そ

生
お

理事長
りじちょう

の開会
かいかい

あいさつに続いて
つづ

、生駒市
い こ ま し

教 育
きょういく

長の
ち ょ う

早川
はやかわ

英雄
ひ で お

さんか

「外国人
がいこくじん

市民
しみん

の個性
こせい

豊か
ゆたか

な

文化
ぶんか

や生活
せいかつ

を、地域
ちいき

で生活
せいかつ

る外国人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

が共
とも

に

経験
けいけん

交流
こうりゅう

することによって、お互い
  たが

に友好
ゆうこう

と信頼
しんらい

の

関係
かんけい

を築き
きず

、相互
そうご

理解
りかい

を深め
ふかめ

、共
とも

に生きる
い

豊か
ゆた

な地域
ちいき

社会
しゃかい

の実現
じつげん

をめざしましょう。」と、ikoryuへの大きな
おお

期待
きたい

が熱く
あつ

語
かた

られました。 
取組
とりくみ

の展示
てんじ

にも多く
おお

の人
ひと

･人
ひと

 

 

 発表会
はっぴょうかい

では、９カ国
  かこく

･地域
ちいき

、１４グループ
ぐ る ー ぷ

･個人
こじん

の

方々の個性
こせい

豊
ゆた

かな創
そう

意
い

と工夫
くふう

の出し物
だ し も の

(プログラム)が

披露
ひろう

されました。チャンゴやジャンベ (西
にし

アフリカの

打楽器
だ が っ き

)、馬頭
ばとう

琴
きん

(モンゴルの

の白馬
はくば

のしっぽが使
つか

われてい

いる)、二
に

胡
こ

、テノール

の独唱
どくしょう

は、まさにプロ
ぷ ろ

そのものの名人
めいじん

技
わざ

で、

参加者
さんかしゃ

に驚き
おどろ

と感動
かんどう

をもたらしました。さ

らに、中国
ちゅうごく

やコリア

にルーツに持つ

子ども
こ

たちの発表
はっぴょう

には、温
あたた

かい大
おお

きな拍手
はくしゅ

が送
おく

られ

ました。子
こ

ども達
たち

の仮面
かめん

の踊
おど

り、サムルノリ、バイオリ

ンと中国語
ちゅうごくご

での合唱
がっしょう

に、

地域
ちいき

で健やか
すこ

に育つ
そだ

若い
わか

息吹
いぶき

を感
かん

じ、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

教育
きょういく

の確か
たし

な手ごたえ
て

感
かん

じさせられました。  

 自主
じしゅ

活動
かつどう

グループの皆
みな

さんによるフラや竹
たけ

で作った
つく

インドネシアジャワ地方
ちほう

のアンクルンの音色
ねいろ

に心
こころ

を

洗われ
あら

いやされた後
あと

、奈良
な ら

･中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

に

よる秧歌
ﾔ ﾝ ｶ ﾞ ｰ

、奈良
な ら

ユースによるプンムルノリと続き、フィ

ナーレは、奈良
な ら

徳
とく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

大仏
だいぶつ

連
れん

のみなさんによる阿波
あ わ

阿波
あ わ

踊
おど

りと、個性
こせい

豊
ゆた

かな

出し物
だ し も の

が次
つぎ

から次
つぎ

に披露
ひろう

され、

れ、最後
さいご

は、会場
かいじょう

みんなで楽
たの

しく踊
おど

りあかす、乱舞
らんぶ

と

なって閉会
へいかい

しました。皆さん
みな

、お疲れ
つか

様
さま

、♯♭たのし

かった♯♭～。  

mailto:info@ikoryu.org
http://www.ikoryu.org/
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♪ジャンベを紹介する「キミリズム」さん 

  ♪仮面の舞を親子で楽しく踊る「橿原オリニ会」 

  

 ♪笑顔いっぱいの「リコ･プリンセス倶楽部」 

のみなさん アロハ～ 

 

 

♪「千の風になって」を 

                           熱唱する鄭盛民さん 

                

   ♪生駒の学校で大人気、スリグランさん 

 

 

                                                

                                                       

 

 

 

 

♪色とりどりの衣装でサムルノリを発表する「いこまオリニ会」 

  

 

 

 

 

尹広有さん 伊藤さん・大浦さん 

♪二胡の魅力をたっぷりと 

聞かせていただきました 

               ♪「世上只有媽媽好」（世界中ママが一番好き）など 3曲をしっかり中国語で 

                            

    

 

 

 

    
♪インドネシアの民族衣装がとってもステキ！         ♪手作りの衣装と髪飾りをつけて、喜びや悲しみ、希望を                                                                                                                                                      

 Cantik-Manis チャンティック マニス、いっぱい練習しました！！      「秧歌」に託して踊る奈良・帰国者日本語教室のメンバー  
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  ♪奈良ユースの力強い「プンムルノリ」の発表           ♪大和の名物いろいろあれど、その名も轟く「大仏連」 

チャンゴ・プｸ・チﾝ・ケｴングｱリ、ソゴのリズムにウキウキ！      正調阿波踊り、本当に楽しませていただきました 

     

               

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ♪出演者、観客、スタッフが一体となった、フィナーレ 

    また、来年も会いましょう～～～ 

              

      

 

 

 

 

 

  

 

閉会あいさつをする奥田ゆり理事 

「これからも地域と一体となって、外

国人市民と共に、新しい出会いと発見

をわかちあえる活動をしていきましょ

う」 

～ひつじ通信～ 

・奈良・中国帰国者日本語教室の皆さんのヤンガーに初めて出会い、深い感銘

を受けました。自身の出自・民族・国籍に縛られることなく、豊かな個性とし

て表現できる地域社会の入り口を、この音楽祭の中に発見できた気がします。 

・音楽祭の準備中、生駒市の国際化に逆行する事態が生じ、緊急対応に追われ

ました。詳細は、「市民連絡会ニュース」（4 頁に転載）をご覧下さい。 

・80 年度の「ハロハロ☆ikoryu」連続講座、7 月から再開します。 

・5 月から「ハロハロ☆子どもクラブ（仮称）」もスタート、お楽しみに！(hwa) 


